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第１章　計画の概要 
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１-１ 計画の背景と目的 

（１）計画の背景  

当町では、住民生活の移動を支える役割として巡回バスを運行し、町内の各地域から主

要な施設を繋いでいるほか、2016 年に開業した北海道新幹線・奥津軽いまべつ駅と町中心

部も繋いでおり、多様な移動に対応しています。 

また、町外への移動手段として JR 津軽線が運行し、町外への通勤・通学をはじめ、通院

や買い物などの多様な目的での移動に対応しています。 

一方、自家用車を利用する世帯の増加や人口減少などの影響もあり、もともと巡回バス

や鉄道の利用者数は低迷する状況にありましたが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響

を受けさらに利用者は低下しています。 

また、2022 年 8 月の豪雨災害により JR 津軽線が被災し、蟹田駅～三厩駅間が不通（2023

年 3 月現在）となっており、青森市や外ヶ浜町などへの広域的な移動に対して大きな影響

を与えています。 

しかしながら、当町においては高齢化が進展しており、移動に制約を持つ高齢者が今後

さらに増加することが見込まれるため、移動手段として公共交通に求められる役割は更に

大きくなることが見込まれます。 

 

（２）計画の目的 

当町を取り巻く情勢等は大きく変化し続けていますが、今後も町民や来訪者などの移動

を支え、多様な連携・交流の基盤となる公共交通を確保・維持することを目的として、当町

が目指す将来像に対して、公共交通がどうあるべきかなどの方針を示すとともに、その実

現に向けた一定期間でのゴール（着地点）の設定、着地点に向けた具体的な取組などを示

す「今別町地域公共交通計画」（以下「本計画」という）を策定します。 

 



3

今別町
地域公共交通計画

第5次今別町総合計画

〇まち・ひと・しごと創生総合戦略
○今別町過疎地域持続的発展計画
〇今別町第2期データヘルス計画

連携

上位計画

整合

地域公共交通の活性化及び
再生に関する法律

準拠

関連計画

○青森県地域公共交通計画
○青森県都市計画マスター

プラン

関連計画

連携

１-２ 計画の位置づけ 

本計画は、町政の指針となる「第 5 次今別町総合計画」を上位計画とし、当該計画が示

す町の将来像“みんな活き活き健康長寿奥津軽いまべつタウン”の実現に向けて、他の町

の計画と連携した取組を進めます。 

また、県が策定する青森県地域公共交通計画では、広域的な公共交通に対する位置づけ・

取組などを示していることから、当該計画とも整合を図りながら取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図　計画の位置づけ 

 

１-３ 計画の対象 

（１）計画の区域 

本計画は、今別町全域を計画対象区域とします。 

 

（２）計画の対象とする交通手段 

本計画は、町内を運行する全ての公共交通を対象とします。 

 

図　計画の対象とする交通手段  

〔個別輸送〕 〔乗合輸送〕輸送形態

利
用
者
特
性

〔不
特
定
〕

〔特
定
〕

自家用車

鉄道（新幹線）

一般タクシー 巡回バス

わんタク

スクールバス

計画の対象とする交通手段

鉄道（在来線）

愛乗タクシー
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計画 2023年度 ２０２4年度 2025年度 ２０２6年度 2027年度 ・・

今別町
地域公共交通計画

〔上位計画〕
第5次今別町
総合計画

2023年度～２０２7年度

2016年度～２０24年度 次期計画

次期計画

１-４ 計画期間 

本計画の計画期間は、2023 年度から 2027 年度までの 5か年とします。 

なお、計画の内容については、上位計画である「第 5次今別町総合計画」の更新時期や、

根拠となる法制度の改正、その他社会情勢の変化なども踏まえながら、計画期間内であっ

ても必要に応じて見直しを図ることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図　計画期間 

 

 

１-５ 計画策定にあたり実施した調査一覧 

本計画の策定にあたり、住民生活の実態や公共交通の実態等を把握するため、以下に示

す調査を実施しており、これらの分析・検証を踏まえて検討を行っています。 

 

図　計画策定にあたり実施した調査一覧 

 

 

 No 調査名称 調査方法 調査の目的 実施時期

 

１
町民アンケート

調査

郵送配布 

郵送回収/WEB 回収

町民の移動実態、公共交通の利

用実態を把握

2022 年 12 月～ 

2023 年 1 月

 

２
交通事業者ヒア

リング調査
WEB 上で実施

経営状況や現行サービスの問題

点などを把握
2023 年 2 月

 

３
庁内関係課ヒア

リング調査
対面で実施

町内を運行する移動サービス

（スクールバスなど）の運行の実

態などを把握

2023 年 2 月
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第２章　当町の公共交通に関する課題  
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２-１ 当町の公共交通に関する課題（概要） 

当町を取り巻く実状等を踏まえて、公共交通に関する課題について以下の通り整理します。 

課題の概要については以下のとおりであり、詳細な内容については次頁以降に示します。 

 

○高齢化の進展により、日常生活において移動に制約の大きい町民が増加することが見込ま

れる中で、安心して暮らし続けられる生活環境を確保するためには、運転免許がなくても、

買い物や病院などへ移動することができる環境を確保することが必要です。 

 

○町内での移動時の利便性向上に向けて、買い物や通院などの町民の移動実態等を踏まえて、公

共交通サービスの見直しを図ることが必要です。 

○当町におけるまちづくりの方向性なども踏まえて、街なかにおいて地域公共交通の核となる拠点

の設定を検討することが必要です。 

 

○町外への移動手段として運行する広域的な公共交通サービス（鉄道、乗合タクシーなど）を適切

に確保・維持することにより、町外への移動ニーズに対応し、当町で暮らし続けられる生活環境を

確保する（定住促進を図る）ことが必要です。 

 

○新幹線駅の奥津軽いまべつ駅から町の中心部へのアクセス手段などを確保・維持するとともに、

情報面などのソフト的な取組なども並行して展開することによって、奥津軽いまべつ駅の更なる

活用や観光振興への活用の検討を進めることが必要です。 

○さらに、竜飛方面（外ヶ浜町）への観光客の移動ニーズを踏まえて、観光施策としての二次交通

の確保などによる、新たな利用者の獲得についても検討を進めることが必要です。 

 

○バス停ごとの利用実態に応じた待合環境の改善（上屋・ベンチの設置など）や、デジタルコンテン

ツ（WEB 媒体など）やアナログコンテンツ（紙媒体など）での運行情報の発信強化などを進め、誰

もが公共交通を利用しやすく、わかりやすい環境を構築することが必要です。 

 

 

 
課題１ さらに進展する高齢化を見据えた移動手段の確保が必要

 
課題２ 町内の移動実態への対応した公共交通ネットワーク及び拠点の設定が必要

 
課題３ 青森市や近隣町村への移動ニーズへの対応が必要

 
課題４ 観光等との連携した取組の検討が必要

 
課題５ 公共交通を利用しやすい・わかりやすい環境の構築が必要
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88.5%

40.6%

76.6%

40.4%

40.4%

3.7%

2.3%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物に行く手段が無くなる

仕事に行く手段が無くなる

通院する手段が無くなる

趣味や交友ができなくなる

家族の送迎をすることができ

なくなる

特に困ることは無い

その他

無回答

n=488

MA=1435

0.7%

40.0%

2.9%

56.4%

1年以内に返納予定
時期は未定だがいずれ返納したい
返納したいが事情がありできない
返納したくないが家族に勧められている
返納する予定はない

N=280

２-２ 当町の公共交通に関する課題（詳細） 

 

当町の人口は減少傾向が長期間に

わたり続いており、また、2010 年から

2020 年までの人口減少率が▲27.5

ポイントであったのに対し、２０２０年か

ら２０３０年までの減少率は▲31.0ポイ

ントであるなど、減少幅がさらに大きく

なる見込みです。 

そうした中で、高齢者の減少率は比

較的少ないことから、総人口に占める

高齢者（65 歳以上）の割合が増加し続

ける見込みであり、2020 年現在、高

齢化率 55.3％（約 2 人に 1 人が高齢

者）であるのに対し、2030 年には高齢

化率 65.8％（約 3 人に 2 人が高齢者）

となる見込みです。 

 

65 歳以上の町民の 71.3％が運転免許を所有しているが、今後の運転免許の返納予定に対し

て１年以内の返納を予定する町民の割合は低く（約 0.7％）、ほとんどが返納意向はあるものの具

体的な時期が未定であったり、返納の意向がないと回答しています。 

なお、運転免許の返納による困りごととしては、買い物や通院などの移動手段が無くなることに対

して回答が多くあり、日常生活に影響が及ぶことを懸念する状況がみられます。 

今後、高齢化が進展することにより、日常生活において移動に制約の大きい町民が増加すること

が見込まれる中で、こうした町民が安心して暮らし続けられる生活環境を確保するため、運転免許

がなくても、買い物や病院などへ移動することができる環境を確保することが必要です。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図　運転免許の保有状況と返納予定（65 歳以上）　　　　　　　　　図　免許返納した場合の困りごと 
資料：2022 町民アンケート調査  

 
課題１ さらに進展する高齢化を見据えた移動手段の確保が必要

4,978

4,124

3,217

2,331

1,609
1,034

55.3%

65.8%
70.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

1990年 2000年 2010年 2020年 2030年 2040年

年少人口
（0～14歳）

生産年齢人口
（15～64歳）

老年人口
（65歳以上）

総人口 年少人口割合 生産年齢人口割合

（人） 推計値

27.5 ポイント減

31.0 ポイント減

図　今別町の年齢３区分別人口及び構成割合の推移 
資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所

71.3%

10.4%

18.3%

保有している

保有していたが返納した

もともと保有したことはない

N=404
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町民の町内での目的別の移動先の上位には、町役場周辺の医療施設（今別診療所）や今別駅周

辺の商業施設（ホーマックニコット今別店）などが挙がっており、比較的町の中心部に近い範囲に移

動がまとまっている状況です。 

一方、公共交通については、今別駅や町役場などのエリアを中心に、三厩駅方面・奥津軽いまべ

つ駅方面・綱不知方面の 3 方向へ巡回バスが運行しており、運行頻度も一定本数が確保する状況

にあるものの、奥津軽いまべつ駅での新幹線との接続を考慮したダイヤとなっており、中心部での

滞在時間や今別駅での JR 津軽線との接続を考慮したものとなっていないことから、町民の町内で

の移動ニーズに対応しきれていない可能性が考えられます。 

このため、町内での移動時の利便性向上に向けて、買い物や通院などの町民の移動実態等

を踏まえて、公共交通サービスの見直しを図ることが必要です。 

また、効率的・効果的な公共交通ネットワークを考える上でも、ネットワーク（線）を束ね

る拠点（軸）を設定することが特に重要であり、当該拠点を中心にネットワークを検討し、経

路・ダイヤ等を設定することで、利便性・効率性の向上にも期待されます。 

このため、当町におけるまちづくりの方向性なども踏まえて、街なかにおいて地域公共交

通の核となる拠点の設定を検討することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図　今別町の公共交通ネットワーク（概要） 

 

 

 
課題２ 町内の移動実態への対応した公共交通ネットワーク及び拠点の設定が必要

三厩駅

奥津軽いまべつ駅

平舘回転所

津軽二股駅

今別駅 往復 21/日
本覚寺等

往復 31/日

往復20/日

奥津軽いまべつ駅

三厩駅前

ニコット前

北
海
道
新
幹
線

J
R

津
軽
線
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外ヶ浜町

蓬田村

25人

今別町

17人

青森市

中泊町

至 五戸町

1人

つがる市

五所川原市

外ヶ浜町

五所川原市

中泊町

町内には商業施設や医療施設など、日常生活に必要となる基本的な生活サービス機能が立

地しているものの、規模が大きくないことや立地数が少ないことなどから、町民は外ヶ浜町

や青森市などにも日常的に移動する実態がみられます。 

また、2022 年度末に町内の唯一の高校が閉校したこともあり、高校生は町外の高校へ通学す

る必要があり、特に多くの高校が立地する青森市内へ通学する傾向がみられ、当町で日常生活を

送る上では町外との連携が重要となります。 

町外への移動手段として、JR 津軽線（青森市・外ヶ浜町方面）や予約型乗合タクシー（中泊町方

面）が運行※しており、これらの公共交通サービスを適切に確保・維持することにより、町外への移

動ニーズに対応し、当町で暮らし続けられる生活環境を確保する（定住促進を図る）ことが必要で

す。 

※2023 年３月時点、JR 津軽線は運休中（令和４年８月の大雨による被災のため） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図　通院の移動実態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　通学の移動実態 
資料：2016 青森県受療動向調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料：2020 国勢調査 

 

 

 
課題３ 青森市や外ヶ浜町への移動ニーズへの対応が必要

11人～500人

凡例

町内のみ 町内⇔町外 移動量

1人～10人

501人～

【通学】 
本町に常住する通学者 ：43 人 
うち今別町の通学者　 ：17 人 
他市町村への通学者   ：26 人

40人
（18.0％）

19,040人
（96.3％）

213人
（42.8％）

87人
（34.3％）

268人
（53.8％）

16人
（3.2％）

49人
（19.3％）

31人
（14.0％）

149人
（67.1％）

115人
（45.3％）

15人
（2.1％）

76人
（3.8％）

179人
（5.4％）

51人
（6.5％）

33人
（3.4％） 20人

（2.5％）

9人
（1.6％）

42人
（3.7％）

80人
（3.7％）

416
（46.6

（

3人
（1.2％）

436人
（2.2％）
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2016 年 3 月の北海道新幹線（新青森駅～新函館北斗駅間）の開業に伴い開業した奥津軽いま

べつ駅は、当町だけではなく、周辺自治体においても県内外の来訪者などの玄関口として大きな役

割を担っています。 

こうした交通拠点を有することは当町において大きな強みであると言え、当町における観光入込

客数も２０１６年を境として増加傾向にあるなど、経済面での活性化の効果も発現しているものと考

えられます。 

なお、現状でも奥津軽いまべつ駅から街なかへのアクセス手段として巡回バス（東北・北

海道新幹線アクセス）を運行し、新幹線駅から町内への誘導を進めているほか、青森県・中泊

町・外ヶ浜町と連携して、当該駅から津軽中里駅へのデマンド交通も運行しているなど、各

方面へのアクセス性を確保しています。 

今後もこれらのアクセス手段を確保・維持するとともに、情報面などのソフト的な取組な

ども並行して展開することによって、奥津軽いまべつ駅の更なる活用や観光振興への活用の

検討を進めることが必要です。 

さらには、竜飛方面（外ヶ浜町）への観光客の移動ニーズを踏まえて、観光施策としての二

次交通の確保などによる、新たな利用者の獲得についても検討を進めることが必要です。 

 
図　今別町の観光入込客数の推移 

資料：青森県観光入込客統計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図　今別町周辺の観光地点の観光入込客数（2021 年度） 
資料：青森県観光入込客統計 
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課題４ 観光等との連携した取組の検討が必要

奥津軽いまべつ駅

開業
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①

② ③

④

⑤⑥

1

2

3

4

5

-3 -2 -1 0 1 2 3

平均：2.93

満足度

平均：0.44

B
満足度：低い

重要度：高い

A
満足度：高い

重要度：高い

D
満足度：低い

重要度：低い

C
満足度：高い

重要度：低い

重要度

カテゴリー 満足度 重要度 判定

① 利用しやすい時間に運行している 0.41 3.27 B

② 利用する上で充分な運行本数である -0.53 2.96 B

③ 利用しやすい運賃になっている 2.45 2.92 C

④ 利用しやすい車両である 1.14 2.60 C

⑤ 運行情報がわかりやすい -0.12 2.91 B

⑥ 待合所やバス停は待ちやすい -0.71 2.92 B

平均 0.44 2.93

項目　　

巡回バス
■

町内の公共交通の運行状況や利用環境に対する満足度・重要度について、「待合所やバス停は

待ちやすい」に対して、最も満足度が低く、運行本数などのサービス面に関する項目よりも満足度

が低い点が特徴的です。 

また、「運行情報がわかりやすい」についても同様に満足度が低く、公共交通における利用しやす

さ・わかりやすさに対して満足していないといった状況にあります。 

巡回バスの待合環境については、上屋やベンチなどが設置されていない箇所も多く、特に冬期の

荒天時などは屋外で待ち続けることが困難な状況にあることが起因していると考えられます。 

また、巡回バスの運行情報についても、町のホームページでの公表と紙媒体での配布のほかに

民間の経路検索コンテンツ（グーグルマップなど）での検索ができる環境を整備しているものの浸

透していない状況にあるため、普段利用していない町民はもちろん、町外からの来訪者は利用しに

くい状況にあります。 

このため、バス停ごとの利用実態に応じた待合環境の改善（上屋・ベンチの設置など）や、デジタ

ルコンテンツ（WEB 媒体など）やアナログコンテンツ（紙媒体など）での運行情報の発信強化などを

進め、誰もが公共交通を利用しやすく、わかりやすい環境を構築することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図　町内の公共交通に対する満足度・重要度 
資料：2022 町民アンケート調査 

 

 
課題５ 公共交通を利用しやすい・わかりやすい環境の構築が必要
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第３章　基本方針及び基本目標 
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３-１ 当町の公共交通が目指す姿（基本方針）及び基本目標 

（１）公共交通が目指す姿（基本方針）・基本目標（概要） 

第１章の計画の位置づけに示したとおり、本計画は「第５次今別町総合計画（以下、総合

計画という）」を上位計画とし、総合計画が示す町の将来像“みんな活き活き健康長寿奥津

軽いまべつタウン”の実現に向けて、公共交通において取り組むべき方向性などを示すも

のであり、町の将来像の実現に向けて、公共交通の目指す姿（基本方針）として『活き活き

とした暮らしを支え、町民に寄り添った公共交通』を定めます。 

また、基本方針の実現に向けて、本計画の計画期間内での達成を目指す項目（本計画の

ゴール）として基本目標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本計画における公共交通が目指す姿（基本方針） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本計画のゴール（基本目標） 

 

 

 

 

活き活きとした暮らしを支え、町民に寄り添った公共交通

○町民の日々の多様な目的において、町内や町外へのおでかけ時の移動に利用すること

ができ、町民のさまざまな活動の基盤となり、活き活きとした暮らしを支えるとともに、町

民の生活実態や地域の特性などに合わせたサービスを提供するなど、地域の足として、

町民に寄り添った公共交通を目指します。

みんな活き活き健康長寿奥津軽いまべつタウン

○産業を振興し将来を担うひとを育み安心して暮らせるまち 

○地域資源を活かし交流促進でにぎわいを創出するまち 

○みんな活き活きお年寄りと子どもにやさしいまち

町の将来像 

（第５次今別町 

総合計画）

基本理念

目標１：町内・町外への移動を支える公共交通サービスの提供

目標２：わかりやすく・利用しやすい公共交通の利用環境の構築

目標３：多様な連携を活かした公共交通の持続性の向上
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（２）公共交通ネットワークの構築イメージ 

基本目標に基づく各種施策の展開により、当町において構築する公共交通ネットワーク

を下図の通りです。 

公共交通ネットワークについては、それぞれの路線（軸）が役割分担して、多様な目的に

応じた移動を支えるとともに、軸を束ねる拠点を設定することにより、公共交通としての

一体性を高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区分 名称 役割 位置づけ

 

軸

町内連携軸

○町内の各地域と町の中心部を繋

ぎ、町内での多様な目的での移動

を支える軸

巡回バス、一般タク

シー

 

市町村間連携軸

○市町村間を繋ぎ、住民や来訪者な

どの移動を支えるとともに、経済・

文化などの連携を支える軸

愛乗タクシー 
（奥津軽いまべつ駅・津軽中里

駅間予約制乗合タクシー）

 
広域連携軸（新幹線）※ ○県を跨いだ広域的な移動・連携を

支える軸
北海道新幹線

 
広域連携軸（その他）※ ○市町村間の広域的な移動・連携を

支える軸

JR 津軽線、わんタ

ク　等

 

拠点

ゲートウェイ※ ○当町だけではなく、広域的な視点

からも中枢となる拠点
奥津軽いまべつ駅

 
中心交通拠点

○当町の公共交通ネットワークの中

心となる拠点
今別駅周辺

※市町村間を跨ぐ広域的な公共交通に関する軸・拠点の名称や考えについては、青森県が策定した計
画（青森県地域公共交通計画）に則するものである。
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（３）地域公共交通確保維持改善事業の必要性 

前項の公共交通ネットワークの構築イメージに示す軸のうち、市町村間連携軸に該当す

る愛乗タクシーについては、地域公共交通確保維持事業の地域内フィーダー系統補助を受

けて運行します。 

当該路線の概要を示すとともに、地域公共交通確保維持改善事業の必要性について以下

のとおり示します。 

 

 

表　補助系統に係る事業及び実施主体の概要 

 

 

表　地域公共交通確保維持改善事業の必要性 

 

 

 
系統 

区分
系統名 起点・終点

接続する地

域間幹線系

統・バス停

事業者名
事業許可区

分・運行態様

補助事業の 

活用区分

 

フ ィ ー

ダー系

統

愛乗タ
クシー

奥津軽いまべつ
駅～津軽中里駅

小泊線、中
里駅前

株式会社中
里タクシー 
有限会社奥
津軽観光 

4 条乗合・路
線定期運行

フィーダー系
統補助（利便
増進特例を活
用）

 系統区分 必要性

 

フィーダー系統

フィーダー系統は、広域連携軸ではカバーしきれない市町村間での移動に対
応するものであり、広域路線への接続や町内での移動手段として重要な役割
を担っている。 
愛乗タクシーについては、当町と外ヶ浜町、中泊町を結び、ゲートウェイで
ある奥津軽いまべつ駅において、北海道新幹線と接続し、当駅から各町への
来訪者の移動手段としての役割を担っている。 
しかしながら、自治体や事業者の運営努力だけでは維持が難しく、地域公共
交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。
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３-２ 計画の基本目標および評価指標等 

ここでは前項で示した基本目標に関する詳細な内容を整理するとともに、それぞれの目標

の達成状況を確認するための評価指標及び目標値を設定します。 

目標値については、計画最終年度時点での達成を目標とするが、毎年度指標に関する数値

の確認及びモニタリングを行い、数値が大幅に悪化する場合などにおいては、実施する事業

の見直しについて検討します。 

 

町民や来訪者が町内において多様な目的で外出し、さまざまな活動を行う上での基盤とな

る、地域の足として使うことができる公共交通サービスを提供します。 

また、当町で暮らし続ける上では他の市町村との連携が重要であることから、当町と町外

を結び付ける広域的な公共交通ネットワークを適切に確保・維持します。 

さらには、町内の公共交通と、広域的な公共交通の連携強化を図り、公共交通ネットワー

クとしての一体性の強化及び全体的な利便性の向上を図ります。 

 

■目標１の達成状況を確認するための評価指標 

 評価指標  人口 1 人当たりの公共交通の利用回数 

○町内での移動や、町外⇔町内の移動を支える公共交通ネットワークを適切に確保・維持

し、移動ニーズに対して適切なサービスを提供することで、人口が減少する中にあって

も町民 1 人当たりの公共交通の利用回数（年間あたり）を「年１回増やす」ことを目指

します。 

 

 

 

 

 
目標１：町内・町外への移動を支える公共交通サービスの提供

 
現況値 7.4 回/年・人

目標値 

（２０２７）
8.4 回/年・人

 算出方法： 

○今別町の総人口／巡回バス・わんタク・愛乗タクシーの利用者数から利用回数を用い

て評価します。 

※今別町総人口：青い森オープンデータカタログを活用 

※巡回バス・わんタク・愛乗タクシー：交通事業者からの提供データを活用
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町内や町外への移動に利用できる公共交通ネットワークを確保・維持するとともに、それ

らがいつ・どこを・どのように運行しているのか、どうすれば利用できるのか、どの時間に・

どの交通モードを利用すれば目的地に移動できるのかなど、運行に関する情報や案内を、わ

かりやすく丁寧に提供する取組を強化します。 

また、さまざまな環境下でも利用しやすい待合環境の確保も併せて実施し、誰もがわかり

やすく・利用しやすい公共交通の構築を図ります。 

 

■目標２の達成状況を確認するための評価指標 

 評価指標  交通拠点・待合環境の整備箇所数 

○待合環境を整備し、分かりやすい案内情報を発信することで公共交通の利用者の増加を

図ります。 

 

 

 

 
目標２：わかりやすく・利用しやすい公共交通の利用環境の構築

 
現況値 ３箇所

目標値 

（２０２７）
５箇所

 算出方法： 

○ゲートウエイや中心交通拠点を対象に利用環境が整備されているかを確認して評価

します。 

【評価対象】 

・奥津軽いまべつ駅 

・今別駅 

・三厩駅 

・商業施設 

・今別診療所
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公共交通の政策としての取組だけではなく、まちづくりや観光、福祉、教育など、多様な分

野との連携を行うことで、町内全体で町民の移動を支える連携体制の強化を図ります。 

また、行政だけではなく、地域や住民とも連携し、町のみんなで、みんなの足を守る意識を

醸成します。 

これにより多様な連携を生み出し、活用することで地域の足としての公共交通の持続性の

向上を図ります。 

 

■目標３の達成状況を確認するための評価指標 

 評価指標  公共交通の運行に掛かる財政負担額 

○多様な連携により、さまざまな目的に公共交通を活用し、使われる機会を増やすことで、公

共交通に対する財政負担額が増加する中にあっても、現状と同じ程度の水準を確保すること

を目標とします。 

 

 

 

 

 評価指標  巡回バスの収支率 

○基本目標 1・2に基づき利用者が使いやすい公共交通ネットワークを形成し、これに待合環

境整備や情報発信を組み合わせた利用促進を展開することで、利便性向上を図ります。これ

により、燃料費高騰などによる運行経費の増加や人口減少をはじめとした収入の低下に伴

い、巡回バスの収支率が平成 29年度の 1.7％から令和 3年度の 1.3％と約 0.4 ポイント減少

しているなかでも、施策を講じて収支率を維持します。 

 

 

 

 

 

 
目標３：多様な連携を活かした公共交通の持続性の向上

 
現況値 45,728 千円/年

目標値 

（２０２７）
45,728 千円/年

 算出方法： 

○公共交通の財政負担額の合計を算出します。これを用いて、公共交通の効率性及び持

続性が高まっているかを評価します。 

※財政負担額：町で把握している財政負担額のデータを活用

 
現況値 1.3％／年

目標値 

（２０２７）
1.3％／年

 算出方法： 

○路線バスの運送収入の合計／運行経費の合計から収支率を算出する。その結果を用い

て、路線バスが継続して確保・維持できているかを評価します。 

※路線バス運送収入、運行経費：交通事業者からの提供データを活用
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第４章　目標の達成に向けた具体施策 
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４-１ 施策体系 

本計画の目標達成のために行う施策体系を次のとおり定めます。 

 

 

 
【基本方針】 【計画の目標】 【施策体系】

 

活 き 活 き と

し た 暮 ら し

を支え、町民

に 寄 り 添 っ

た公共交通

目標１： 

町内・町外へ

の移動を支

える公共交

通サービス

の提供

施策１：町内の公共交通ネットワークの見直し 

事業１-１　巡回バスの見直し 

事業１-２　広域路線に係るあり方検討 

事業１-３　タクシーなどの利活用

 

目標２： 

わかりやす

く・利用しや

すい公共交

通の利用環

境の構築

施策２：利用環境の改善 

事業 2-１　交通拠点（ゲートウエイ・中心交通拠点）におけ

る接続性の向上 

事業 2-２　待合環境の整備 

事業 2-3　案内方法の見直し 

事業 2-4　ICT 技術やデータを活用したサービスの検討

 

目標３： 

多様な連携

を活かした

公共交通の

持続性の向

上

施策３：他分野と連携した利用促進の展開 

事業 3-１　観光施策と連動したサービスの企画・展開 

事業 3-２　教育・福祉分野と連携したサービスの企画・展開 

事業３-3　住民協働による移動手段について考える場の構築
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表　施策の実施スケジュール 

 

 

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

施策１
町内の公共交通ネットワークの見直
し

事業１-１　巡回バスの見直し

事業１-２　広域路線に係る
あり方検討

事業１-３　タクシーなどの
利活用

施策２
利用環境の改善

事業2-１　交通拠点（ゲートウエ
イ・中心交通拠点）における接続性
の向上

事業２-２　待合環境の整備

事業2-3　案内方法の見直し

事業2-4　ＩＣＴ技術やデータを活
用したサービスの検討

施策3
他分野と連携した利用促進の展開

事業3-1　観光施策と連動した
サービスの企画・展開

事業3-２　教育・福祉分野と連動
したサービスの企画・展開

事業３-３　住民協働による移動手
段について考える場の構築

目標2：
わかりやすく・利用
しやすい公共交通
の利用環境の構築

目標3：
持続可能な公共交
通の基盤整備

計画の目標 事業名
スケジュール

目標1：
町内・町外への移
動を支える公共交
通サービスの提供 検討・調整 整い次第導入

検討・調整 整い次第再編 継続・見直し

検討・調整 継続・見直し整い次第整備

検討・調整 継続・見直し整い次第再編

検討・調整 作成・配布・更新

データの作成・更新及び展開

出前講座の開催

検討・調整 整い次第再編 継続・見直し

検討・調整 継続・見直し実施・効果検証

検討・協議

検討・調整 継続・見直し実施・効果検証
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４-２ 施策・事業の内容 

施策１：　町内の公共交通ネットワークの見直し 

事業 1-1　巡回バスの見直し 

【実施主体：今別町、運行事業者】 

〇今別駅周辺を中心として買い物・通院・通勤・通学利用を想定したダイヤ及び運行間隔の見

直しを検討します。 

〇バス停以外に乗り降りできるフリー乗降区間に関して、関係者と協議の上検討します。 

〇平舘回転所バス停において外ヶ浜町民バスとの接続を円滑にするため、ダイヤを見直します。 

 

  

図　巡回バスと外ヶ浜町民バスとの接続 

 

 

 

図　フリー乗降区間のイメージ  

巡回バス 外ヶ浜町民バス

平舘回転所 元宇田

バス停着 バス停発

17:26 18:10 0:44

待ち時間

10:08 10:20 0:12

15:10 16:20

7:07 7:30 0:23

11:22 12:28 1:06

1:10

フリー乗降区間は、バス停以外の
安全な場所での乗り降りができる
区間です。

※道路交通法等により駐停車が禁止されている場所や事故防止のため、曲がり角や見通しの悪い場
所、交差点、勾配が急な坂、他の交通の支障となる場所では停車できません。また、事前に許可が
必要になります。

待ち時間が長い便は

接続を考慮してダイ

ヤを見直し



25

事業 1-2　広域路線に係るあり方検討 

【実施主体：青森県、今別町、運行事業者】 

〇青森県地域公共交通計画と連携し、広域的な公共交通ネットワークの確保・維持に努めま

す。 

〇日常生活の移動手段として通勤・通学・通院に利用されているＪＲ津軽線に関して、近隣自

治体と連携しながら確保・維持を図ります。 

〇ゲートウェイ及び中心交通拠点におけるバスと鉄道の接続性向上に向け、巡回バスと接続で

きるようダイヤを見直します。 

 

 

事業 1-３　タクシーなどの利活用 

【実施主体：今別町、運行事業者】 

〇愛乗タクシーについて、北海道新幹線からの二次交通として維持します。 

〇巡回バス・ＪＲ津軽線・わんタク・北海道新幹線ではカバーできない少数で分散した移動需

要を満たす移動手段として、タクシーの活用及び相乗りタクシー事業を検討します。 

 

表　想定する乗用タクシーの利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

図　相乗りタクシーのイメージ  

 タクシーの利活用 内容

 
買物代行サービス等

〇タクシー会社が利用者に変わって代行するサービス（例：買

い物代行サービス、デリバリーサービスなど）。
 

定額制度

〇定期券のように、対象者・エリア・時間帯を限定した制度。

割安に利用できることにより、利便性の向上や需要の喚起に

繋がる。
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施策２：利用環境の改善 

事業２-１　交通拠点（ゲートウエイ・中心交通拠点）における接続性の向上 

【実施主体：今別町、運行事業者】 

○奥津軽いまべつ駅及び今別駅において、特に鉄道からの乗継が多い時間帯（通勤・通学の多

い朝の時間帯など）、観光などの利用が見込まれる曜日・時間帯について、町内の公共交通

の接続時間が適切になるように調整し、接続性の向上を図ります。 

○各交通機関でダイヤ改正の時間差による接続性の一時的な損失を防ぐため、関係者間（交通

事業者、行政）でのダイヤ改正情報を共有します 

 

 

 

 

図　交通拠点における接続イメージ 

 

町内連携軸
広域連携軸（その他）

①地域

②地域

③今別駅周辺

中心交通
拠点

今別駅

奥津軽いまべつ駅

ゲートウェイ
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事業 2-２　待合環境の整備 

【実施主体：今別町、運行事業者、商業施設】 

〇奥津軽いまべつ駅をゲートウエイと設定し、今別駅を中心交通拠点と設定し、鉄道・路線バ

ス・コミュニティバスと乗り継げる待合環境を整備します。 

〇郊外部等においては、バス停での待合環境や広域路線への乗継環境が十分ではないことか

ら、地域内の支所や公民館、スーパーやコンビニ等を乗継拠点として位置付け待合環境の充

実を図ります。 

〇中心拠点・乗継拠点において、交通結節機能（乗場案内、乗継案内、行先表示等）を備えた

総合案内板、乗場案内サイン、バス停盤面等の整備・改善を行います。 

 

 

表　待合環境の整備イメージ 

 

 拠点 整備方針

 

奥津軽いまべ

つ駅

〇公共交通の乗り入れ情報を掲示する。 

〇公共交通に関する情報提供と案内表示を継続して整備する。 

○乗り継ぎ先までの経路を分かりやすくする。

 

今別駅

○乗り継ぎ先までの経路を分かりやすくする。 

○公共交通機関同士の乗り継ぎ時間を可能な限り短くする。 

〇公共交通の乗り入れ情報を掲示する。

 
スーパー・コ

ンビニエンス

ストアなど

〇敷地内への巡回バス乗り入れを活用し待合環境の改善を図る。 

〇バス乗り場案内を設置するとともに乗り継ぎに配慮しバス乗り場を近接

させる。 

〇公共交通に関する情報提供と案内表示を整備する。
 

今別診療所

〇敷地内への巡回バス乗り入れを継続し、利用方法などの案内板を整備し

待合環境の改善を図る。 

〇公共交通に関する情報提供と案内表示を継続して整備する。
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事業 2-３　案内方法の見直し 

【実施主体：今別町】 

○町内の公共交通等をより多くの町民・来訪者等に使ってもらうため、巡回バス・北海道新幹

線・ＪＲ津軽線・愛乗タクシー・わんタクの利用方法やゲートウエイ・中心交通拠点などの

情報を分かりやすく示した「公共交通マップ」等を作成・配布します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組事例（秋田県にかほ市） 

〇路線バス、コミュニティ

バス、鉄道、観光バスな

ど市内のネットワーク全

体を掲載しています。 

〇バスの乗り方の他、目

的別の行先や公共交通

機関同士の乗継情報な

ども掲載しおでかけ時

に検索しやすいよう工

夫している。 

 

（参考）にかほ市 HP：

https://www.city.nika

ho.akita.jp/
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事業 2-4　ICT 技術やデータを活用したサービスの検討 

【実施主体：青森県、今別町、運行事業者、民間事業者】 

〇巡回バスのダイヤや運賃を国の指定様式（GTFS-JP）への変換、及び当該データの公表（オ

ープンデータ）や適切に更新することで、最新の情報が乗合情報案内事業者等に提供される

情報発信を維持します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図　オープンデータの活用イメージ 

 

 

オープンデータ化

コンテンツ
プロバイダ等

スマートフォン

パソコン

デジタル
サイネージ

〇複数の公共交通

機関にかかる

「運行情報の検

索」「予約」「決

済」サービスを

一体的に提供
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施策３：他分野と連携した利用促進の展開 
【実施主体：今別町、運行事業者】 

事業 3-１　観光施策と連動したサービスの企画・展開 

○これまで取り組んできている観光客向けサービスを更に継続・拡充させ、観光二次交通の充実

を図ります。 

 

表　観光分野との連携イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目 内容

 

観光分野との連携

〇観光施策としての二次交通を検討します。（例：龍飛埼など） 

○観光客向けの情報媒体に公共交通に関する情報（アクセス手段、時刻な

ど）を盛り込むよう働きかます。 

○イベント時に合わせて、公共交通の利用に特典を付与したキャンペーンを

開催します。

■取組事例（福島県南会津町） 
 
〇町内の観光周遊を促すた

め、観光協会が主体となっ
た観光タクシープランを
企画・販売している。観光
地へ直接行けるシャトル
バスプランのほか、貸し出
す時間を決め、時間内であ
れば自由に利用できるフ
リープランもある。 
 

（ 参 考 ） 南 会 津 町 HP ：
https://www.town.minamiai
zu.lg.jp/ 
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事業 3-２　教育・福祉分野と連携したサービスの企画・展開 

【実施主体：今別町、運行事業者、学校関係団体・民間事業者】 

〇教育分野と連携し巡回バスに触れ合う機会を創出し、公共交通に対する意識向上を図ります。 

〇福祉分野と連携し、健康づくりに着目した公共交通の取組を展開します。 

 

表　教育・福祉分野との連携イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 3-３　住民協働による移動手段について考える場の構築 

【実施主体：今別町】 

〇移動に関する困りごとを抱える地域住民等を対象に、公共交通の利用方法等を説明する意見

交換会を開催します。  

 項目 内容
 

教育分野との連携

○小学生等を対象に巡回バスの乗り方教室を開催し、乗り方や公共マナーの

大切さを伝え、公共交通に対する意識醸成を促します。 

〇課外活動の際に公共交通を利用し、公共交通に慣れ親しんでもらう機会を

創出します。
 

福祉分野との連携

〇運転免許証返納者及び高齢者に対し、巡回バス割引運賃や運転経歴証明

書交付手数料補助などの支援を継続します。 

〇商業施設と連携し、公共交通の利用に付加価値をつけた割引サービスや

企画切符などを検討します。（公共交通利用者へのポイント付与など）

■取組事例（福島県会津若松市　青森県八戸市など） 
 
〇将来を担う子どもたちを対象にバスに慣れ親しんでも

らうため、乗り方教室を開催しています。バスの乗り
方だけではなく、交通と環境の関係を考えてもらい環
境に優しい公共交通であるバス利用の大切さを考えて
もらう機会となっています。 
 

（参考）会津若松市： 
https://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/ 
 
（参考）八戸市 HP： 
https://www.city.hachinohe.aomori.jp/ 
 
 
 
〇会津若松市は地元商店と連携し公共交通の会員証を提示

することでポイントが付与されるサービスを実施してい
ます。
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第５章　計画の推進方策 
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５-１ 計画の管理体制 

本計画の推進にあたっては、今別町が中心となって町民・交通事業者・関係主体等と連携・

共動し取組むとともに、それぞれの主体に基本的な役割を分担します。 

今後も引き続き下記の関係主体等から構成された「今別町地域公共交通会議」の会議によ

る管理のもと、本計画全体の推進および事業の進捗状況の確認、目標の達成状況の確認等を

行い、本計画の着実な推進します。 

 

 

表　関係する主体と基本的な役割 

 

 

 系統区分 必要性

 

今別町

〇青森県地域公共交通計画との整合性を図りつつ、計画全体を進行する役割
を担い、主体的に計画の管理および推進を図るとともに、公共交通の確
保・維持に向けた検討を行う。 

○他の分野とも連携を図るための“橋渡し”となる役割を担い、町全体での
取組の推進を図る。

 

町民

○公共交通の利用者の目線から、公共交通の改善に向けて積極的な意見・ア
イディアを発案する役割を担う。 

○行政とともに公共交通を支えるなど、協働の取組による公共交通の確保・
維持に向けた取組の展開を図る。

 
交通事業者

○公共交通の運営・運行主体として、本計画に基づいた事業の展開を行うと
ともに、町とともに持続可能な公共交通に向けた検討を進める。

 
関係機関 〇行政や交通事業者等と連携した取組の検討を行う。

 
国・県

〇全体的な統括の視点や、他地域での事例等を踏まえながら計画の推進に対
して助言する。

 道路管理者・ 

交通管理者
○道路行政の視点から公共交通運営の正当性・妥当性について判断する。

 
有識者

〇本計画に示す事業の実施方針等について、多角的な視点から助言等を行
う。
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５-２ 計画の管理スケジュール 

各基本目標の達成状況について継続的にモニタリングを行い、事業ごとにＰＤＣＡサイク

ル（計画（PLAN）・実行（DO）・評価（CHECK）・改善（ACTION）の循環検討手法）の

考え方に基づき、検証を実施します。 

具体的に示す事業内容を踏まえて指標及び目標値を設定し、本計画による定量的な効果に

ついて把握します。 

年度ごとの実施において、本計画や地域公共交通確保維持改善事業（国庫補助事業）に関

する　協議などを行うため、適宜協議会を開催し、評価結果を検証するとともに、有識者等

の意見を踏まえ実施中の事業内容等を改善するほか、次年度に向けた事業計画の検討を行い

ます。 

本計画の最終年度には本計画全体の評価等を行いつつ、本計画の見直し及び時期計画の策

定に向けた検討を進めます。 

なお、町の上位計画で目指す方向性の大きな変化や、本計画の根拠法令である活性化再生

法の見直し、本町の地域公共交通を取り巻く情勢などが大きく変わる場合においては、計画

期間内であっても、計画に示す内容などの見直しを行います。 

 

表　計画の推進方法 

 
 

表　年度ごとの実施内容 

 

 

令和５年
（1年目）

令和６年
（２年目）

令和７年
（３年目）

令和８年
（４年目）

令和９年
（５年目）

施策・事業の実施

施策・事業のモニタ
リング・評価

計画の評価指標のモ
ニタリング・評価

計画の見直し検討・
改訂

実施準備 実施準備 実施準備 実施準備実施準備

次期計画の検討

D D D D D

評価
指標

C

A･P

評価
指標

C 評価
指標

C 評価
指標

C 評価指標・
計画の評価

C

C A･P C A･P C A･P C A･P C

必要に応じて計画変更 A･P

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地域公共交通会
議等の開催

庁内調整

フィーダー系統
補助金関係

計画に
基づき
実施す
る内容

計画・
事業に
関連す
る行事

補助事
業等に
関連す
る行事

会議①

計画認
定申請

● ●

認定

●予算要求

●

補助金交付申請
（前年度分）

施策・事業の実施 D
準備

施策・事業の
モニタリング

C
次年度への

見直し検討
A

地域公共交通

確保維持改善事業

計画の作成
P

●

自己
評価

会議②
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